
「神に喜ばれるように仕えていこう」       2019 年 01 月 29 日 

ヘブライ人への手紙 12 章 25 節～29 節 あなたがたは、語っている方を拒むことの

ないように気をつけなさい。もし、地上で神の御旨を告げる人を拒む者たちが、罰を逃

れられなかったとするなら、天から御旨を告げる方に背を向けるわたしたちは、なおさ

らそうではありませんか。あのときは、その御声が地を揺り動かしましたが、今は次の

ように約束しておられます。「わたしはもう一度、地だけではなく天をも揺り動かそう。」 

この「もう一度」は、揺り動かされないものが存続するために、揺り動かされるものが、

造られたものとして取り除かれることを示しています。このように、わたしたちは揺り

動かされることのない御国を受けているのですから、感謝しよう。感謝の念をもって、

畏れ敬いながら、神に喜ばれるように仕えていこう。実に、わたしたちの神は、焼き尽

くす火です。 

 

「著者」は、「あなたがたは、語っている方を拒むことのないように気をつけなさい」

と言う。「語っている方」とは復活し、天から語られる主イエスのことである。この方

を拒むことがないようにと忠告している。次に、「もし、地上で神の御旨を告げる人を

拒む者たちが、罰を逃れられなかったとするなら、天から御旨を告げる方に背を向ける

わたしたちは、なおさらそうではありませんか」と書いている。「地上で神の御旨を告

げる人」はモーセのことである。シナイ山が煙に包まれ、全山が激しく震える中で、神

から聞いたことを民に告げたモーセは地上の人間である。そのモーセを拒んだ人たちは、

神が約束したカナンに入ることができず、荒野に屍を晒した。そうならば、天から御旨

を告げる主イエスに背を向けるなら、なおさら罰を逃れることはできない。 

モーセが聞いた神の声は、地を揺るがしたが、神は今、「わたしはもう一度、地だけ

ではなく天をも揺り動かそう」と約束しておられる。「このもう一度」は、ハガイ書 2

章 6 節の「まことに、万軍の主はこう言われる。わたしは、間もなくもう一度／天と地

を、海と陸地を揺り動かす」からの引用で、「著者」は、主イエスが天から語られるこ

とを、「もう一度、地だけでなく天をも揺り動かす」預言の成就として捉えている。 

主イエスによって起こされる「『もう一度』は、揺り動かされないものが存続するた

めに、揺り動かされるものが、造られたものとして取り除かれることを示しています。」

即ち、主イエスの語ったことは、揺り動かされない。揺り動かされるものは、モーセの

言葉、十戒である。十戒は、主イエスの言葉が存続するために造られたとして、廃棄さ

れると言っている訳である。このような揺り動かされることのない御国を私たちは受け

ているのですから、感謝しよう。「著者」は。確かな救いに与っているのだから、「感

謝の念をもって、畏れ敬いながら、神に喜ばれるように仕えていこう」と、主イエスへ

の信従を促している。そして、申命記 4 章 24 節の、「あなたの神、主は焼き尽くす火で

あり、熱情の神だからである」から、「実に、わたしたちの神は、焼き尽くす火です」

と、神の厳しさを述べ、信仰に励むように勧めている。 

パウロは、第二イザヤがバビロン捕囚からの解放を告げる人のことを、「『良い知ら

せを伝える者の足は、なんと美しいことか』」と書いてあるとおりです」を引用した後 

「実に、信仰は聞くことにより、しかも、キリストの言葉を聞くことによって始まるの

です（ローマ 9：17）」と、聞くことが信仰の始まりだと述べている。牧師として主イエ

スから聞いて、信じたことを宣教できることは本当に光栄ある務めで、ただ感謝である。 


